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東日本を襲った大地震は未曽有の被害と衝撃を私たちに与えました。被災地の惨状には目を

被いたくなるほどですが、それだけではなく今回の地震は原子力発電所の事故も伴っています。

見えない放射線の健康被害は見えないだけに恐ろしいし、私たちを不安にさせています。しかし、

放射線の人体への影響 私たちは普段から自然界の放射線を受けてい

10000 ます。 また、ＣＴ検査等を受けると 1 回で 6.9,ミ

・ 7000～10000 一度にあびると死亡

リシーベルトの被腺を受けているのです。私た

・ 1000 一度に浴びると悪心・嘔吐

ちは日常から健康への影響のない程度の放射

・ 500 一度に浴びると血中のリンパ球

減少 線にさらされているのですから水や野菜等に

100 通常よりやや高い放射線物質が検出されても

・ 健康被害の境界となる

目安の線量 直接人体に対する影響はないとされているの

で、常に冷静な判断が必要でしょう。さて、原子
・ 6.9 胸部Ｘ線コンピューター

断層撮影装置(CT)(1回) 力発電所の事故が落ち着かないと私たちの生

・ 1.5 1人あたりの自然放射線 活も落ち着きません。計画停電も節電も私たち
(年間、日本の平均)

の生活に関係しているので、何となく暗くなり
・ 1.0 一般人の線量限度（年間、自然

放射線と医療行為は除く) ちですが、ここで頑張らないと日本沈没です。

・ 0.6 胃のＸ線集団検診(1回) 私たちにできることは消費することではない

・ 0.05 原発周辺の線量目標値(年間) でしょうか。買いしめではなく、欲しいものは

・ 0.01 「やめる」ではなく「買う」こと。かなり日本
3/24時点の原発周辺 20キロ～30

放射線量 キロメートル圏内の最高値(時間) は元気になるはずです。
単位：ミリシーベルト
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